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第１回 まずは体験！社会教育におけるファシリテーター

【アンケートから】【ふり返り】

【講義】社会教育におけるファシリテーター①

【体験】「参加型学習の実際」

全3回満足と達成感！ファシリテーター養成講座満足と達成感！ファシリテーター養成講座
“安心して話し合える場”を生み出す

島根県立西部社会教育研修センター フォローアップ研修（教諭・2年目）校外自主研修対象研修

※地域魅力化プログラムの中で紹介している参加型学習の代表的な手法を体験

アイスブレイク体験

■1対多系 ■協力系■じゃんけん系

・後出しじゃんけん
・じゃんけん７
・ハッピーじゃんけん

・自己紹介リレー ・漢字「ロ」に2画足してできる漢字を
グループで出し合う

□□が好きな
〇〇です。
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アイスブレイク分析

■体験したアイスブレイクについて感じたことや考えたことをサポートBOOKに記入
参加者の状況に応じて、ねらいをもって臨機応変に取り入れる

プログラム体験

■ブレインストーミング

申
叶

■フリップディスカッション 特性：視覚的に思いが表現できる。
：フリップに書くことで自分の考えや思いが整理できる。
：グループの全員が発言できる。

特性：斬新なアイデアや意見が期待できる。
：制約が少ない討議法であるため、さまざまな場面での活用ができる。

出された意見を

ホワイトボードに
記録する

「地域魅力化プログラム｣3‐④‐❶「こんな町 めざそう！どんなこと できそう？」

社会教育におけるファシリテーターとは？

参加型学習を使った学習プログラムを設計、進行し、参加者の意欲・自発
性を引き出し、意識・行動の変化を促す人

学びの場の役割は？

参加者が動き出す 理想像へ向けて⇒「主体的な人づくり」「地域づくり」

基礎７セブン「ファシリテート力を高める７つの基礎知識・基礎技能」

その４

学習プログラムを理解しましょう
計画を立てる⇒ねらいや活動、準備物等の整理

学習プログラムをもとに準備しましょう

準備8割本番2割 参加者目線でとことん準備を

その７成長するための心構え

その３

参加型学習を理解しましょう
参加者の交流や体験を大切にした学習

・参加型学習とは、参加者同士が積極的に交流しながら、
共に活動することで、自らの気づきや行動の変容を促
すことをねらいとした学習方法

参加型学習に期待される効果は？
意識の変化＋つながりづくり＝動き

■ピクチャーワーク

【演習】ファシリテート体験

実演・体験の説明 ・手法の概要、ねらいと流れを聞く。
・グループで担当を決め、カードワーク、ラベルワーク、ランキングの手法に分かれて練習をする。

グループ内で中心のワーク部分のみ実演

■カードワーク体験
特性：自分が大切にしたい考えを整理することができる。

：カードに匿名性があるので考えを出しやすい。
：トランプと似た手法で進めるためグループワークに慣れて
いない人でも参加しやすい。

■ラベルワーク体験

特性：自分の思いや考えを自由に書き出すことができる。
         ：一人ひとりの思いや考えをグループのメンバーで 分類・
            整理し、構造的にまとめることができる。

■ランキング体験

特性：自分の思いや考えを整理し、順位づけることによって、
             何が大切なのかを考えることができる。

：意思決定するプロセスが他の手法と比べわかりやすい。

参加型学習のその他の手法説明

特性：絵図や写真などを使いながら、テーマについて、視覚的、
具体的に考えることができる。

         ：一人一人が持っている情報を出すことで、新たな発見や課
題が見えてくる。

■リフレーミング ■エピソード
特性：話の場面や登場人物を自分自身と重ね、思いが表現できる。

：ねらいや参加者の実態に応じて資料を選ぶことができる。
：仮の話なので、参加者は客観的な立場で考えたり話したり
することができる。

特性：自分の思いこみや概成概念を崩すことにつながる。
：グループのメンバーで意見を出し合うことで、新たな
視点を共有していくことができる。

■サポートBOOKに記入
1日目を終えて…気づいたこと、業務に生かせそうなことなど

■ワールドカフェの手法で共有

特性：自由な雰囲気の中で、話し合いができる。
：メンバーを替えることで、多様な考えや知識に触れることができる。

・実際にやってみてファシリの大切さやアイスブレイクの大切
さ、共創の心を学んだ。

・何よりも経験を積むことが大事なのだと分かった。（場数を
踏む）

・自分が事業を進める時に、こんなファシリテーターになりた
いなどの具体的なイメージを考えることができた。

・やる側としてだけではなく、参加者側からも学べることが多
いので、今後色んな研修を受ける際は、ファシリテーターの
視点も意識してみようと思う。

「地域魅力化プログラム｣3‐④‐❷「こんな町 めざそう！どんなこと できそう？」 「地域魅力化プログラム｣3‐④‐❹「こんな町 めざそう！どんなこと できそう？」「地域魅力化プログラム｣3‐④‐❸「こんな町 めざそう！どんなこと できそう？」

・傾聴の姿勢が大事 ・伝えたい事はわかりやすく話す ・情報収集しっかり！ ・準備８割本番２割
・事前準備と柔軟な対応 ・安心感のある雰囲気づくり ・話し合うテーマによって手法を選ぶ

その２

‟安心“をつくりましょう
意見や発言を引き出すためには、‟安心”が必要
不可欠
・安心して話し合える場づくり
（環境面・ルール面・ファシリテーターのふるまい）

‟安心“をつくる導入の工夫
参加者やの不安を解消するオリエンテーションを

（ルールとマナー ）

積極的

どんどん

尊重

うんうん

平等

どうぞ

守秘

しー

ファシリテーターって何？

・ファシリテート能力とは
活動への意欲・自発性を引き出しながら意識・行動の変化を促していく「学び」

を支援するための基礎的な知識と技能

・目的に応じて、参加型学習を効果的に
組み合わせて学習プログラムを設計し、
円滑に推進・進行する役

その１

目的を明確にしましょう
学びの場のGOAL （どう変容してほしい？）

学びの先のGOAL （どう動き出してほしい？）

※学習プログラムの流れ

はじめに→アイスブレイク→中心のワーク
（個人ワーク・グループワーク）→ふり返り
と分かち合い→おわりに

参加型学習の特性
参加型学習は万能ではない

１観察手立てと結果のデータをためる

２チャレンジ失敗はない！場数を踏む 真似もOK

３フィードバック良さも改善点も 他者からの評価

その５

ファシリテーターの基本姿勢
主役は参加者

待つ とける聴く誘う

「しまねの社会教育で大切にしたいこと」とのつながり

心に「しまねの社会教育流儀」を

ファシリテート力とは？（イメージ）

・おもしろい点 良かった点 効果は？
・不安に感じた点 困難だった点 留意点は？
・対象や年代の適正は？

千里の道も一歩から

（グラフィックファシリテート）

その６

９つの留意点を意識しましょう

①打合/準備を念入りに
②雰囲気づくり
③操作的な言動はつつしむ
④指示は簡潔に
⑤学習中の様子を把握
⑥相互作用を大切に
⑦自分も楽しもう
⑧時間を守ろう

⑨ふり返りも大切に

地域魅力化プログラムP9より
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